
会長挨拶
「埼玉県」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　私は1969年に芝浦工業大学に入学しま
した。本学は山手線の田町に有ります。
1、2年次は大宮を一つ過ぎた東大宮の
キャンパスで勉強します。大宮駅から
5km程離れていて、大宮駅を過ぎると住
宅も疎らな田園風景が続きます。東大宮
に下りてバスで10分ほど乗って大学に着

きます。駅の近くに少し商店街がありますが、50ｍも走ると
何も有りません。畑と梨畑、時々民家が有ります。勉強する
には最高の環境でした。
　2004年に埼玉国体が開催されました。ヨット競技は埼玉、
群馬、栃木にまたがる渡良瀬遊水地で行われました。電車に
乗っていったのですが、大宮を過ぎると土呂駅に止まりまし
た。新しい駅ができていたのです。外の景色を眺めていると
ズーと住宅が建っていて東大宮を過ぎても、両側には住宅が
立ち並んでいました。30年間でこんなにも変化したのに驚き
ました。辺鄙だと思っていた東大宮が今では都心に近いベッ
ドタウンになっているのです。首都圏の魅力は凄いものです。

　さて国体のほうは遊水地で行うものですから、
目の前をヨットが走ってゆきます。お蔭で国体史上
最高の観客が見学にきたそうです。近所の人たちが
気軽に見学にこられました。思わぬメリットが有り
ました。夕方3人で自家用車に乗り国体会場を後に
して、夕食を食べるところを探していると、突然車
が大きく揺れました。事故を起こしたかと思いまし
たが、違いました。電線が揺れているのです。地震
だと判り、ラジオのスイッチを入れました。「新潟
県の中越地域で非常に大きな地震が発生しました」
と放送が有り、すぐに自宅に電話を入れました。電
話はつながり家内が出たのですが、揺れが何度も来
て会話になりませんでした。家族と家の無事を確認
して電話を切りました。その後近くの店に入り夕食
を食べながらテレビを見せてもらい、大惨事を埼玉
県で過ごすことになりました。ホテルを予約してい
たのでそこに泊まり、翌朝一緒に居た友人から磐越
道まわりで三条まで送ってもらいました。持つべき
ものは友だと思いました。10月23日の中越地震の話
です。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎地区事務所より
　「ガバナーノミニー（2023-24年度ガバナー）候補者
　推薦について」

　　　提出期限　12月15日（火）
　　　提 出 先　地区ガバナー指名委員会
◎三条ローターアクトクラブより
　「10月第二例会のご案内」
　　日　　時　10月22日（木）19：30～21：00

　　　会　　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX
野崎喜一郎会長
　すばらしい秋晴です。明日も続きますように。
渡辺良一さん
　先週の歴代会長会議出席の皆様、ご苦労様でした。
　池上敬一先生、卓話よろしくお願い致します。
小出子恵出さん
　池上先生、下田の住民は助かっています。感謝申
し上げます。

樺山　仁さん
　秋が一段と進みます。
　本日の池上様の卓話を楽しみにしております。
安達俊明さん
　下田に「熊」出ませんか。
　池上先生「卓話」楽しみです。
荻根澤隆雄さん
　新型コロナウイルスを忘れさせる様な小春日和が
続いておりますが、変わらずご自愛願います。

菊池　渉さん
　寺の最大行事「報恩講」（もっとも今年は無観客
でしたが）も終わり、妙な気分の秋を迎えていま
す。

早川滝徳さん
　本日もよろしくお願いします。
佐野勝榮さん
　久しぶりの秋晴れです。
　今日の卓話を楽しみにしてます。
中條克俊さん
　気持ちの良いお天気です。
　池上先生、本日はよろしくお願い致します。
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 伊藤寛一さん、
歸山　肇さん、　 丸山行彦さん、　 渡辺勝利さん、
五十嵐晋三さん、 中村信一さん、　 斎藤弘文さん、
金子俊郎さん、　 中林順一さん、　 船越良則さん、
石黒良行さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
長谷川正実さん、 明田川賢一さん、 若槻八十彦さん、
野水靖之さん、　 高橋　司さん、　 相場弘介さん、
松永一義さん、　 五十嵐博宣さん、 松永隆夫さん、
落合孝夫さん
　三条しただ郷クリニック院長 池上敬一様を歓迎申
し上げます。本日は卓話ありがとうございます。
お話楽しみにしております。

　　　　　　　　10月21日分　￥      35,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥    623,000

「卓　話」
「三条しただ郷クリニックまでの道程と
　　　　　　　これからの選択と集中」

　三条しただ郷クリニック
　　　　　　院長　池上敬一 様
≪講師紹介≫　
　　　梨本次郎プログラム委員長
　ご存じの通り下田地区では渡辺
医院が閉院してから医師がいない
状態が続いていたのですが、池上
先生が来られてから3年半ぶりに

医師がいない状態が解除され、下田地区では救世主の
ような存在です。今回は「三条しただ郷クリニック
までの道程とこれからの選択と集中」というテーマ
でお話しいただきます。

　本日はそれぞれの場面で分かれ道があり、その
時々で選択して進んできたということをお話いたし
ます。もともとは佐賀県の生まれでその地域も下田
のような自然豊かの地域でした。その後福岡に移り
ましたが福岡時代はなんの心配もなく経済が成長す
る時代の中で全く不安もなく育ちました。その後親
の転勤で神戸に移り青春時代を過ごしました。大学
は宮崎大学医学部に入りました。1970年代は交通事
故がかなり多く病院のたらいまわしが日常的にあり
ました。その時は大きな怪我を診れるところが少な
く、これが救命医療センターの始まりでした。その
一方で無医村の課題有り、臓器別診療医が有り、専
門医志向有りと医療の細分化が始まったり、あるい
はまだまだ取り残された人があるという社会的な問
題があるという時代に卒業しました。
　どうして今の進路を選んだかというと、かかりつ
け医が患者の急病を診るというのはかつての医者で
す。かかりつけの医者は患者さんをどんな状態でも
診るというのは当然でしたが、そうではなくなり
ました。臓器別診療になって専門医志向の流れに変
わっていきました。自分は専門医志向という決めら
れた道を選ぶのは性格上どうかなと思いましたが、
無医村だとどんな状態の患者さんも診ないといけな
いので自信がありませんでした。そこでまずは何で
も対応できるように救急に進みました。救命救急は
本当に人手不足でした。人がいないので常に責任を
都度与えられて責任のある中で何とかしていくとい
うことが身に付きました。例えば学生時代、入学時
に大きめの学生服を与えられ、成長しサイズがちょ
うどよくなるイメージです。この時代は救命に行け
ば成長できた時代でした。
　経験を積んだ中で臨床も教育指導もやりました。

この時に人材育成に興味を持ち相当勉強しました。
マレーシアでは救命救急センターの立ち上げや、ア
メリカボストンではアメリカの医療教育システムも
見てきました。その後埼玉で救命救急センターを立
ち上げました。この時には交通事故も減っていて高
齢者救急に変わっていってました。それに合わせて
訪問医療と総合医療部門の立ち上げを経験し、ある
程度軌道に乗った時に三条の話をもらいました。こ
こでまた新たなことにチャレンジできると思い、話
を聞いたのが出発点です。
　ここで信条の話もしてほしいとのことですが、私
の信条は「やり抜く力」です。私が今ここにいるの
は途中で辞めていない、思ったことから降りていな
いからここにいるのです。それを持たせる力が「や
り抜く力」です。
　三条の話をもらった時に視察に来ましたが感想は
非常にいいところだなということです。生まれた佐
賀と大学時代に過ごした宮崎と風景が一緒だと、す
ごく心地いい風景に出会えたと感じました。落ち着
く先は自然の緑が無いとダメだと思っていたので三
条下田に決めました。また基本的に人生を変えたい
なと思っていたので、時間配分を変えられる、住む
場所を変えられる、人を変えられるという全部変え
られる最後のチャンスだと思い決めました。あと自
分がどれだけできるのか、腕の見せ所みたいなもの
も感じていました。
　次の展開ですが、これからの目標は「人づくり」
です。三条はものづくりですが、人があってのもの
で、人があっての医療と思っています。クリニック
のことですが訪問看護を始めたいと思っています
し、クリニックの機能強化、訪問看護ステーション
を作りたいです。
　なんでもそうですが、先ほどの「やり抜く力」が
無ければ人は成功しないです。経験から学ぶ力、関
わりの中で学ぶ力、自分の学びを制御する力、学び
続ける力、この４つを総合しこれを経営にも医療に
も活かしています。
　最後に、たまたま縁があって三条に来たので今
までのものをフィードバックします。そしてやりた
いことは一つ、「人づくり」です。クリニックを通
じて地域医療
施設と患者さ
ん、また患者
さんのご家族
を通じて地域
に対して人づ
くりになれば
いいなと思っ
ています。
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 ・地区奨学生　高橋映華さん
【ゲスト】
 ・三条しただ郷クリニック
　 院長　池上敬一 様
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［10.15］加茂RCへ
 ・吉井直樹さん、　加藤紋次郎さん
［10.16］吉田RCへ
 ・加藤紋次郎さん
［10.19］三条南RCへ
 ・丸山行彦さん、　樺山　仁さん、
 ・加藤紋次郎さん、相場弘介さん

【先週のメークアップ】

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：60名中48名
■先々週出席率：83.05％
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いからここにいるのです。それを持たせる力が「や
り抜く力」です。
　三条の話をもらった時に視察に来ましたが感想は
非常にいいところだなということです。生まれた佐
賀と大学時代に過ごした宮崎と風景が一緒だと、す
ごく心地いい風景に出会えたと感じました。落ち着
く先は自然の緑が無いとダメだと思っていたので三
条下田に決めました。また基本的に人生を変えたい
なと思っていたので、時間配分を変えられる、住む
場所を変えられる、人を変えられるという全部変え
られる最後のチャンスだと思い決めました。あと自
分がどれだけできるのか、腕の見せ所みたいなもの
も感じていました。
　次の展開ですが、これからの目標は「人づくり」
です。三条はものづくりですが、人があってのもの
で、人があっての医療と思っています。クリニック
のことですが訪問看護を始めたいと思っています
し、クリニックの機能強化、訪問看護ステーション
を作りたいです。
　なんでもそうですが、先ほどの「やり抜く力」が
無ければ人は成功しないです。経験から学ぶ力、関
わりの中で学ぶ力、自分の学びを制御する力、学び
続ける力、この４つを総合しこれを経営にも医療に
も活かしています。
　最後に、たまたま縁があって三条に来たので今
までのものをフィードバックします。そしてやりた
いことは一つ、「人づくり」です。クリニックを通
じて地域医療
施設と患者さ
ん、また患者
さんのご家族
を通じて地域
に対して人づ
くりになれば
いいなと思っ
ています。
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会長挨拶
「埼玉県」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　私は1969年に芝浦工業大学に入学しま
した。本学は山手線の田町に有ります。
1、2年次は大宮を一つ過ぎた東大宮の
キャンパスで勉強します。大宮駅から
5km程離れていて、大宮駅を過ぎると住
宅も疎らな田園風景が続きます。東大宮
に下りてバスで10分ほど乗って大学に着

きます。駅の近くに少し商店街がありますが、50ｍも走ると
何も有りません。畑と梨畑、時々民家が有ります。勉強する
には最高の環境でした。
　2004年に埼玉国体が開催されました。ヨット競技は埼玉、
群馬、栃木にまたがる渡良瀬遊水地で行われました。電車に
乗っていったのですが、大宮を過ぎると土呂駅に止まりまし
た。新しい駅ができていたのです。外の景色を眺めていると
ズーと住宅が建っていて東大宮を過ぎても、両側には住宅が
立ち並んでいました。30年間でこんなにも変化したのに驚き
ました。辺鄙だと思っていた東大宮が今では都心に近いベッ
ドタウンになっているのです。首都圏の魅力は凄いものです。

　さて国体のほうは遊水地で行うものですから、
目の前をヨットが走ってゆきます。お蔭で国体史上
最高の観客が見学にきたそうです。近所の人たちが
気軽に見学にこられました。思わぬメリットが有り
ました。夕方3人で自家用車に乗り国体会場を後に
して、夕食を食べるところを探していると、突然車
が大きく揺れました。事故を起こしたかと思いまし
たが、違いました。電線が揺れているのです。地震
だと判り、ラジオのスイッチを入れました。「新潟
県の中越地域で非常に大きな地震が発生しました」
と放送が有り、すぐに自宅に電話を入れました。電
話はつながり家内が出たのですが、揺れが何度も来
て会話になりませんでした。家族と家の無事を確認
して電話を切りました。その後近くの店に入り夕食
を食べながらテレビを見せてもらい、大惨事を埼玉
県で過ごすことになりました。ホテルを予約してい
たのでそこに泊まり、翌朝一緒に居た友人から磐越
道まわりで三条まで送ってもらいました。持つべき
ものは友だと思いました。10月23日の中越地震の話
です。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎地区事務所より
　「ガバナーノミニー（2023-24年度ガバナー）候補者
　推薦について」

　　　提出期限　12月15日（火）
　　　提 出 先　地区ガバナー指名委員会
◎三条ローターアクトクラブより
　「10月第二例会のご案内」
　　日　　時　10月22日（木）19：30～21：00

　　　会　　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX
野崎喜一郎会長
　すばらしい秋晴です。明日も続きますように。
渡辺良一さん
　先週の歴代会長会議出席の皆様、ご苦労様でした。
　池上敬一先生、卓話よろしくお願い致します。
小出子恵出さん
　池上先生、下田の住民は助かっています。感謝申
し上げます。

樺山　仁さん
　秋が一段と進みます。
　本日の池上様の卓話を楽しみにしております。
安達俊明さん
　下田に「熊」出ませんか。
　池上先生「卓話」楽しみです。
荻根澤隆雄さん
　新型コロナウイルスを忘れさせる様な小春日和が
続いておりますが、変わらずご自愛願います。

菊池　渉さん
　寺の最大行事「報恩講」（もっとも今年は無観客
でしたが）も終わり、妙な気分の秋を迎えていま
す。

早川滝徳さん
　本日もよろしくお願いします。
佐野勝榮さん
　久しぶりの秋晴れです。
　今日の卓話を楽しみにしてます。
中條克俊さん
　気持ちの良いお天気です。
　池上先生、本日はよろしくお願い致します。
杉山幸英さん、　 山田富義さん、　 伊藤寛一さん、
歸山　肇さん、　 丸山行彦さん、　 渡辺勝利さん、
五十嵐晋三さん、 中村信一さん、　 斎藤弘文さん、
金子俊郎さん、　 中林順一さん、　 船越良則さん、
石黒良行さん、　 柳取崇之さん、　 関　義実さん、
長谷川正実さん、 明田川賢一さん、 若槻八十彦さん、
野水靖之さん、　 高橋　司さん、　 相場弘介さん、
松永一義さん、　 五十嵐博宣さん、 松永隆夫さん、
落合孝夫さん
　三条しただ郷クリニック院長 池上敬一様を歓迎申
し上げます。本日は卓話ありがとうございます。
お話楽しみにしております。

　　　　　　　　10月21日分　￥      35,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥    623,000

「卓　話」
「三条しただ郷クリニックまでの道程と
　　　　　　　これからの選択と集中」

　三条しただ郷クリニック
　　　　　　院長　池上敬一 様
≪講師紹介≫　
　　　梨本次郎プログラム委員長
　ご存じの通り下田地区では渡辺
医院が閉院してから医師がいない
状態が続いていたのですが、池上
先生が来られてから3年半ぶりに

医師がいない状態が解除され、下田地区では救世主の
ような存在です。今回は「三条しただ郷クリニック
までの道程とこれからの選択と集中」というテーマ
でお話しいただきます。
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　　次々週例会　 11月11日　　「ロータリー財団月間」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区ロータリー財団委員様
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　（記帳できます）
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　（記帳できます）

◆三条南RC
　移動例会
　「職場例会」
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　17日（火）～18日（水）
　「親睦旅行」
　～磐梯熱海温泉～
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　「外部卓話」予定
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　「未来創造委員会」

※近隣RC例会変更のお知らせ！（記帳できます）
　●加茂RC　　　 　　　　11月 19日（木）夜例会
　●吉田RC　　　　　　　　　20日（金）夜例会
　●分水RC　　　　　　　　　24日（火）夜例会

加茂市産業センター
燕市吉田産業会館（10～15時）
新潟大栄信用組合本店（11～14時）

記帳場所
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　　　　　　院長　池上敬一 様
≪講師紹介≫　
　　　梨本次郎プログラム委員長
　ご存じの通り下田地区では渡辺
医院が閉院してから医師がいない
状態が続いていたのですが、池上
先生が来られてから3年半ぶりに

医師がいない状態が解除され、下田地区では救世主の
ような存在です。今回は「三条しただ郷クリニック
までの道程とこれからの選択と集中」というテーマ
でお話しいただきます。

　本日はそれぞれの場面で分かれ道があり、その
時々で選択して進んできたということをお話いたし
ます。もともとは佐賀県の生まれでその地域も下田
のような自然豊かの地域でした。その後福岡に移り
ましたが福岡時代はなんの心配もなく経済が成長す
る時代の中で全く不安もなく育ちました。その後親
の転勤で神戸に移り青春時代を過ごしました。大学
は宮崎大学医学部に入りました。1970年代は交通事
故がかなり多く病院のたらいまわしが日常的にあり
ました。その時は大きな怪我を診れるところが少な
く、これが救命医療センターの始まりでした。その
一方で無医村の課題有り、臓器別診療医が有り、専
門医志向有りと医療の細分化が始まったり、あるい
はまだまだ取り残された人があるという社会的な問
題があるという時代に卒業しました。
　どうして今の進路を選んだかというと、かかりつ
け医が患者の急病を診るというのはかつての医者で
す。かかりつけの医者は患者さんをどんな状態でも
診るというのは当然でしたが、そうではなくなり
ました。臓器別診療になって専門医志向の流れに変
わっていきました。自分は専門医志向という決めら
れた道を選ぶのは性格上どうかなと思いましたが、
無医村だとどんな状態の患者さんも診ないといけな
いので自信がありませんでした。そこでまずは何で
も対応できるように救急に進みました。救命救急は
本当に人手不足でした。人がいないので常に責任を
都度与えられて責任のある中で何とかしていくとい
うことが身に付きました。例えば学生時代、入学時
に大きめの学生服を与えられ、成長しサイズがちょ
うどよくなるイメージです。この時代は救命に行け
ば成長できた時代でした。
　経験を積んだ中で臨床も教育指導もやりました。

この時に人材育成に興味を持ち相当勉強しました。
マレーシアでは救命救急センターの立ち上げや、ア
メリカボストンではアメリカの医療教育システムも
見てきました。その後埼玉で救命救急センターを立
ち上げました。この時には交通事故も減っていて高
齢者救急に変わっていってました。それに合わせて
訪問医療と総合医療部門の立ち上げを経験し、ある
程度軌道に乗った時に三条の話をもらいました。こ
こでまた新たなことにチャレンジできると思い、話
を聞いたのが出発点です。
　ここで信条の話もしてほしいとのことですが、私
の信条は「やり抜く力」です。私が今ここにいるの
は途中で辞めていない、思ったことから降りていな
いからここにいるのです。それを持たせる力が「や
り抜く力」です。
　三条の話をもらった時に視察に来ましたが感想は
非常にいいところだなということです。生まれた佐
賀と大学時代に過ごした宮崎と風景が一緒だと、す
ごく心地いい風景に出会えたと感じました。落ち着
く先は自然の緑が無いとダメだと思っていたので三
条下田に決めました。また基本的に人生を変えたい
なと思っていたので、時間配分を変えられる、住む
場所を変えられる、人を変えられるという全部変え
られる最後のチャンスだと思い決めました。あと自
分がどれだけできるのか、腕の見せ所みたいなもの
も感じていました。
　次の展開ですが、これからの目標は「人づくり」
です。三条はものづくりですが、人があってのもの
で、人があっての医療と思っています。クリニック
のことですが訪問看護を始めたいと思っています
し、クリニックの機能強化、訪問看護ステーション
を作りたいです。
　なんでもそうですが、先ほどの「やり抜く力」が
無ければ人は成功しないです。経験から学ぶ力、関
わりの中で学ぶ力、自分の学びを制御する力、学び
続ける力、この４つを総合しこれを経営にも医療に
も活かしています。
　最後に、たまたま縁があって三条に来たので今
までのものをフィードバックします。そしてやりた
いことは一つ、「人づくり」です。クリニックを通
じて地域医療
施設と患者さ
ん、また患者
さんのご家族
を通じて地域
に対して人づ
くりになれば
いいなと思っ
ています。

文化の日


